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金成小中学校アンケート（校種：小中一貫校） 

※令和３年度より義務教育学校に変更 

 

１ 一貫教育を実施してのメリット，デメリット 

（１）小学校でのメリット 

  ・近くに身近な目標（中学生）がいる。 

  ・中１ギャップが解消される。 

  ・中学校での指導法や取り組みが理解しやすい。 

  ・小学校の教員が中学校の専科の教員の指導法を見る機会が多い。  

（２）小学校でのデメリット 

  ・小中共通の課題として、体育館や特別教室利用のスケジュール調整がしにくい。 

  ・小学６年生としてのリーダー性がなかなか育ちにくい。 

（３）中学校でのメリット 

  ・中学生が小学生から常に見られているという自覚から集会時や行事等、小学生の

手本となるべく行動している。 

  ・小学生への面倒見が良くなり、全体的に優しくなる傾向が見られる。  

  ・中学校の教員が、子どもたちが小学校でどのように指導されてきたのかを知るこ

とができる。 

  ・生徒指導等、家庭環境等、小学校時代の情報が得やすく、中学校での指導に生か

すことができる。 

  ・９年間を意識した教育課程の編成ができる。 

（４）中学校でのデメリット 

  ・運動会等の種目数が減ってしまい、中学生の満足感が低くなる。 

 

２ 教育課程の工夫について 

（１）学年の区切りをどのように付けているか（４－３－２，６－３，４－４－１etc） 

  ・     ４        －    ３     －    ２ 

   初等部（基礎・基本の確立期） 中等部（接続充実期） 高等部（学習成熟期） 

（２）特別な教科等の設置 

  ・国際キャリア科 

    国際的視野を持った人材を育てる教育力向上のため、栗原市が導入している事

業を自校化させ、様々な工夫によって社会人として有意義な人生を歩もうとする

意欲につなげる。 

  ・栗原ふるさと科 

    栗原の良さや課題について、自然や文化、産業や歴史等の体験・調査・表現活

動を通してふるさとへの愛着と誇りを持ち、ふるさとや社会に貢献できる資質や

能力の基礎を養う。 

（３）特別枠での授業などがあれば 

  ・特になし 

 

３ 乗り入れ授業 

（１）小中乗り入れ授業は行っているか 

  ・小学５・６年生の外国語活動に、中学校の英語科の教員が一緒になり、ＡＬＴと

小学校の学級担任の３人で指導（平成 29 年度まで 4 年間実施） 



（２）行っている場合の良さ，課題等 

  ・小学校の様子がわかる。 

  ・中学校の学習スタイルが早くから身に着く。 

  ・小学校の教員が中学校の指導法を学ぶよい機会である。 

４ 学校行事 

（１）小中一緒の行事 

  ・一緒のものと、別々に行っているものとそれぞれある。 

（２）卒業式，入学式等へ参加 

  ・入学式…全校児童生徒 

  ・卒業式…5 年生から 9 年生までの児童生徒 

  ・9 年間を通してと考え、小学校の卒業式と中学校の入学式は行っていない。ただ

し、修了式に 6 年児童一人ひとりに卒業証書を手渡している。 

  ・初等部、中等部の区切りとして 1/2 成人式、立志式を行っている。 

（３）運動会，文化祭等の運営は 

  運動会 

・計画委員会は小学生が担当し、実行委員会は中学生が担当している。 

  文化祭 

  ・小学生と中学生が協力し、実行委員会を運営している。 

 

５ 職員会議 

（１）小中一緒の会議か否か 

  ・初めに、小中合同で「校長指示伝達、小中両方に関係した事項について協議・連

絡」を行い、その後、小中に分かれて会議を行っている。 

（２）職員会議運営上の課題等はあるか 

  ・後半、小中に分かれて会議を行うため、校長がどちらか一方にしか参加すること

ができない。 

  ・会議が長時間に及ぶ。 

  ・会議のスタート時間が、中学校に合わせるため遅くなってしまう。（ 16 時開始） 

（３）小中別の会議などはあるか 

  ・生徒指導関係会議 

 

６ 部活動 

（１）小学校該当の子供たちは部活にどう関わるのか 

  ・3 月初めに、6 年生を対象とした部活動・委員会紹介を行う。その後、部活動体

験入部（5 回程度）を行い、１つの部だけでなく、様々な部活動を体験させ、自

分が本当に入りたい部活動を選択させている。 

  ・保護者の承諾を得た 6 年生は、年度末・年度初めの長期休業日に部活動に参加す

ることができる。 

（２）小学校該当の子供たちの部活観は 

  ・5 年生のうちから、部活動に興味・関心を持ち始めている。 

 

７ スクールバス運行に係る問題 

（１）小中混乗はあるか 

  ・中学生が自転車通学の地区は小学生の未乗車、中学生もスクールバス対象の地区

は小中混乗。 



（２）スクールバス乗車のための経費を保護者から徴収しているか 

  ・徴収していない。 

（３）バス運行会社は今後も継続して運行してくれるか 

  ・スクールバス契約は市教委が行っており、入札によりバス運行会社が変わること

もある。 

（４）乗車，降車等に関する問題はないか 

  ・年度初めの１～２週間は、補助員（ボランティアや教員）が同乗し指導している。 

 

８ ＰＴＡ運営上の問題等 

（１）小中一つのＰＴＡか，小中別々か 

  ・小中１つのＰＴＡである。 

  ・統合当初は、５つの学校が統合したため、副会長をそれぞれの小学校区から選出

し、本部役員会の後に懇親会等の場を設け、交流を図った。 

  ・４年目からは小学校区にこだわらずに選出。 

（２）ＰＴＡ行事等の持ち方はどうなっているか 

  ・小学校の学年ＰＴＡ行事は、４月に学年で提案し、時期や内容等を決定している。 



学校教育環境整備推進室 会議・打ち合わせ等報告 

 

会議名称等  栗原市立金成小・中学校視察 

開 催 日 時  平成３０年 ９月１４日（金）９時３０分～１１時００分 

開 催 場 所  金成小・中学校   

出 席 者 

【相手方】 

菊地校長先生，高橋教頭先生（小） 

 

【市教育委員会】 

小野松係長 角田主事 大内調査員 

概 要 

 小中一貫教育を実践している栗原市立金成小中学校の教育課程，施設設備，

児童生徒の様子を視察し，小中一貫教育の成果，課題等について伺った。また，

事前に担当から小中一貫教育並びに環境整備等に関わる質問を送付して，視察

当日にそれらを含む事柄についての説明もいただいた。 

 視察内容は主に二つ。１教育課程等の説明 ２授業参観と施設設備見学，で 

ある。以下，その二つの内容について報告する。 

 

１ 教育課程等の説明 

○事前に質問を送付しており，その回答として別紙をいただいた。 

○教育課程等の説明とともに，次のような説明もあった。 

 ・加配教員がいる。内訳は，小学校英語専科，ＬＤ当通級，ことばの教

室，と３名が加配教員として配置されている。 

・栗原市で雇用している英語担当教員が１名いる。 

・集会は小中一緒の集会がほとんどである。中総体の壮行式に小学校高

学年が参加する。 

・中学生は制服着用，中学校のジャージを着用している。 

・不登校は中１ではなく，中３が多い。 

・運動会は小中合同の運動会で，練習も一緒に行う。このときの中学校

体育教師は種々の指示，指導について小学校教師の模範となっている。 

・小１から中３全員を８班に分けて縦割り活動を行っている。１班５０

人ほどになり，中学生が中心となって考え，創作ソーランを文化祭で

行っている。見応えのあるすばらしい内容だそうだ。 

・小６の卒業式，中１の入学式は実施していない。 

・金成小中学校独自でスクールバス委員会を組織し，年１回２月頃に会

議を行っている。委員会を構成するのは保護者に限られ，バス停や運

行経路等の検討を行い，その結果を市教委に要望している。 

・中学校では数学と英語をＴＴで指導している。 

 



 ２ 授業参観・施設見学 

  ○保健室は小・中共用の一室だけで養護教諭は小中別に保健室内に二人い

る。保健室が一つだけだと不登校傾向生徒，メンタル面に問題のある生

と等への対応には何かと不都合を生じるようだ。 

○プールは２５㍍。全部で７コースあり，二つのコースは水深が浅く，小

学校低学年用として柵で仕切っている。 

○校舎は小中一貫校として新築したもので，木がふんだんに使われ，廊下

の両側に教室を配置し，廊下と教室は仕切りがない。ただし，寒い時期

には仕切りを付けられる構造になっていた。 

○教室の黒板は，隣り合わせの教室だと教室同士を仕切る壁を境に向かい

合う形で設置されている。授業の様子を見ると二つの教室の子供たちは

向かい合っているように見える。 

  ○大体育館が一つと軽運動場が一つある。 

○大体育館で文化祭などを行う際，児童生徒の出入りがステージそばのフ

ロア脇しかなく，何かと不都合があるそうだ。 

  ○職員室は小・中一緒。 

  ○印刷室がなく職員室内に数台の印刷機を設置していた。 

  ○理科室，音楽室は小中別の教室だった。 

 




